
積極的に活用し たい

簡単にで き る な ら 利用し た い

ま ずはサン プ ルでし っ かり 確認し てから 注文し た い

利用し た いと 思わな い

Q ： ECプ ラ ッ ト フ ォ ームの利用について

50 % 

いま海外では日本茶への関心が高まり つつあり ま すが、海外では「 静岡＝茶産地」と いう 認知度は高く あり ません。

海外バイ ヤーから は「 静岡市のお茶はおいし いけど価格が高い」と いう 評価が多く 、また、茶業者にと っ ても 輸出には

専門的なノ ウハウが求めら れる こ と から 、 輸出量は少し ずつし か増えていません。本プロ ジェ ク ト では、 越境 EC と

日本郵便と の物流連携により 、簡便で安心な小口輸出を実現し ます。海外輸出によ る 茶業者の所得向上を 図る だけで

なく 、お茶をきっ かけにイ ンバウンド 観光客へ茶園見学や茶文化体験などのお茶ツーリ ズムに繋げ、産業と 観光の両面

から「 お茶のまち 静岡市」の価値を 高めていき ます。
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本プロ ジェ ク ト は、供給側と 需要側の双方に同時に働き かける こ と で社会課題の解決を 図り ます。供給側では、ShipM ate の国際発送・

決済の自動化技術を 核に、 静岡茶の「 小口 × 多品目」 輸出を 誰で も 扱え る イ ン フ ラ と し て構築し ま す。越境 EC 上で 注文から 決済を

一元化し 、送料告知や発送書類作成を 自動化する こ と で 、海外発送に伴う 事務負担、リ ード タ イ ム、コ スト を 圧縮し 、茶業者が本業に

専念で き る 環境を 整え ま す。需要側で は、海外バイ ヤーが少量を 多種類購入で き る 仕組みと 体験価値を 整備し 、継続取引と ブ ラ ン ド

形成を 促進し ま す。両輪で 市場を 拡大し 、茶業者の所得向上と「 世界に選ばれる お茶のま ち 静岡」の実現を 目指し ま す。

海外輸出を「 手続き が面倒」「 言語や通関が不安」と 感じ てき た茶農家にと っ て、 本プロ

ジェ ク ト はその煩わし さ を 解消する仕組みです。多言語対応の越境 EC で注文から 決済

までを 一元化し 、送料告知を自動化、発送書類も 自動作成。複雑な事務負担を 大幅に軽減

し ます。高単価・ 小口輸出を可能にするこ と で、 海外発送業務への精神的負担感を下げる

と と も に、 利益率を 高め、 継続取引を 通じ て所得向上と 経営の安定化へと つなげます。

茶農家が品質向上と ブラ ン ド 価値向上に専念でき る 環境を 整えます。

輸出の壁をなく し 生産に専念でき る仕組みへ

一方、 小ロ ッ ト で高品質な煎茶を 仕入れたい海外バイ ヤーにと っ て、 本プロ ジェ ク ト は

安心と 利便性を 兼ね備えた新し い調達基盤です。多言語対応の越境 EC 上で注文から

決済までを 一元化し 、 購入時点で送料が自動表示さ れるため、 事前に総コ スト を 把握で

き ます。通関に必要な情報の入力・ 共有も 円滑で、 発送書類も 自動作成さ れます。なお、

2023 年 11 月～2025 年 10 月に実施さ れた静岡市プラ ッ ト フ ォ ームでは市内茶業者 4 者

が参画し 、フ ラ ン ス向け輸出が実現、全国平均の約 3.5 倍の単価で の取引実績も 生ま

れています。

安心・ 透明な取引で、静岡茶を世界に届ける

対象と し ている社会課題 

イ ンパク ト 戦略

取組内容

インパクト サマリー

静岡市は古く から 日本を代表する 茶どこ ろ と し て発展し 、品質・ 生産量と も に国内有数の産地と し て歴史と 文化を 築いてき まし た。

し かし 近年は他産地の台頭や国内需要の縮小などにより 競争が激化し 、静岡市の茶業は、茶農家数が 25 年で 85％減少し 、茶園面積や産出

額も 縮小する など危機的状況にあり ます。収益性の低下から １ 軒当たり 所得は約 200 万円にと どまり 、後継者不足が深刻化、耕作放棄地

の増加も 進行し ています。地域経済や景観、茶文化の継承に影響が及び始めています。一方、日本茶の海外輸出は順調に伸長し ており 、持続

可能な販路拡大と 所得向上を 実現する新たな輸出イ ン フ ラ 整備を解決すべき 課題と 捉えています。

取組写真

利用意向度

①

精神的な負担感

⑥

茶業者数 海外事業社数

② ③

取り 組み開始時／ 2026 年 3 月現在

8 社 20 社

・ 　 （ 受注側） 複数の事業者と の連絡調整や見積確認、 請求対応など工程が多かっ たが、

　  時間短縮と 作業の大幅な簡素化が実現さ れ、 負担感の軽減につながっ ている

・ 　（ 発注側） 支払いの簡素化が可能と なり 、 心理的ハード ルの低下につながっ ている

16 社
2026 年 3 月現在

2026 年 3 月現在

出荷に要する 日数の削減度

④

購入に要する 日数の削減度

⑤

20 日 7 日 12 日 1 日
取り 組み開始時／ 2026 年 3 月現在 取り 組み開始時／ 2026 年 3 月現在

主な成果 凡例 ロジッ ク モデルの指標⓪* 成果の詳細・ 参考データ ・ 算出方法などは次項参照

ロジッ ク モデル 凡例 指標指標 ⓪ 主な 成果めざす社会的な成果を明確にし 、辿り 着く ための道筋を表し た「 社会的イ ンパク ト をう みだす設計図」

事業活動 直接的結果
社会的イ ン パク ト

初期アウト カ ム 中期アウト カ ム 長期アウト カ ム
アク ティ ビティ アウト プ ッ ト

茶業の

持続性向上

茶業者と の

合意形成によ る

地域連携の推進

ECプラ ッ ト フ ォ ーム

の構築と 運営

地域

茶業者茶業者海外事業者

茶業者海外事業者

海外事業者 海外事業者

海外事業者

自治体

茶業者自治体 茶業者

茶業者

茶業者 茶業者自治体

海外配送の

業務効率化

茶業者の

所得向上

年間所得金額年間所得金額

次世代の担い手の

維持拡大

後継者の有無

新規就業者数

後継者の有無

新規就業者数

茶畑面積茶畑面積

茶畑の景観や

茶文化の保全

海外配送の

コ スト 低減

コ スト 削減額コ スト 削減額出荷に要する 日数

精神的な 負担感

出荷に要する 日数

精神的な 負担感

購入に要する 日数購入に要する 日数

煎茶の単価上昇

平均単価平均単価

海外における

煎茶文化の拡大

（ 静岡茶ブラ ン ド 形成）

煎茶輸出量煎茶輸出量

購入し やすさ の向上

利用意向度

茶業者数

マッ チ ン グ事例

利用意向度

茶業者数

マッ チ ン グ事例

海外事業者数海外事業者数
推奨意欲推奨意欲

ECプラ ッ ト フ ォ ーム

利用者の増加

海外販売事業者と の

継続的な取引の増加

▪ 国際配送スキーム設計運用

▪ 決済/ 送料/ 通関書類自動化

▪ オペレーショ ン標準化/ DX

▪ 海外販売業者の獲得と 拡大

▪ 定額＋手数料モデルの運用

海外における

煎茶の魅力拡大

世界に選ばれる お茶の

まち「 静岡市」と し ての

産地ブラ ン ド の確立と

発展

世界に選ばれる お茶の

まち「 静岡市」と し ての

産地ブラ ン ド の確立と

発展

①

②

③

④

⑥

⑤

（ n=2 8）
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主な成果の参考データ 、 算出方法について

茶業者数①茶業者数｜8 社（ 取り 組み開始時）→ 20 社（ 2026 年 3 月現在）

市が展開し て いる フ ラ ン ス 及びオース ト ラ リ ア への輸出プ ラ ッ ト フ ォ ームへの参画事業者数は取り 組み開始時点で 2 か国計 8 社

でし た。安定的な運用には 30 社程度までの拡大が必要である こ と から 2027 年時点の目標を 30 社と 設定し ていますが、 2026 年 3 月

現在は 20 社ま で増加し ていま す。引き 続き 参画事業者の拡大に向けた取組を 進めてま いり ま す。

出荷に要する 日数の削減度④出荷に要する 日数の削減度｜20 日（ 取り 組み開始時）→ 7 日（ 2026 年 3 月現在）

こ れまでの海外取引においては、海外バイ ヤーから の発注を 営業代行事業者が受け取り 、市役所を 経由し て茶業者へ展開し 、各茶業者が

送料を 算出し たう えで見積書を 提示し 、 バイ ヤー側での検討を 経て正式発注に至る と と も に、 その後に商品を 集約し て発送する 一連の

工程により 、全体で約 20 日を要し ていまし たが、今回の取組により Shopify を活用するこ と で見積額の算出・ 提示から 検討までに要し て

いた期間（ 13 日間）を縮減し 、 全体のリ ード タ イ ムを 7 日まで短縮するこ と ができ まし た。今後は、 なお残っ ている商品集約工程について

も 効率化を 図る こ と で、さ ら に約 4 日の短縮を 実現し 、最終的には 3 日程度まで縮減でき る よ う 、引き 続き 取組を 進めてまいり ます。

購入に要する 日数の削減度⑤購入に要する 日数の削減度｜12 日（ 取り 組み開始時）→ 1 日（ 2026 年 3 月現在）

現状の取組では、海外バイ ヤーから の発注は送料が加味さ れていない仮発注の状態であり 、送料を 加味し た見積提示までに約 10 日を 要

する など、平均で 12 日程度の期間が必要と なっ ていまし たが、今回の取組によ り Shopify 上で送料を 含めた支払額を 即時に提示でき る

仕組みを構築し たこ と で、仮発注のプロセスを省略し 、購入意思の明示から 購入決定までを一体化するこ と が可能と なり 、所要日数を 1 日

まで大幅に短縮する こ と ができ まし た。こ れは海外取引における 利便性と スピ ード を 飛躍的に向上さ せる 大き な成果であり 、 今後は本

仕組みを 基盤と し てさ ら なる 取引拡大や新規バイ ヤーの獲得につなげ、よ り 効率的で持続的な輸出体制の構築に向けて取組を 進めて

まいり ます。

精神的な負担感⑥精神的な負担感

こ れまでは複数の事業者と の連絡調整や見積確認、請求対応など多く の工程が必要で、受発注業務の負担が大き い状況でし た。し かし 今回

の仕組みにより 、 発注から 支払までが一体化さ れるこ と で時間が短縮さ れるだけでなく 作業が大幅に簡素化さ れ、 精神的な負担感の軽減

が期待でき ます。また、発注者側も 納期の短縮や支払の簡素化が享受さ れる こ と から 、発注における 心理的ハード ルを 下げる こ と が期待

でき ます。

②利用意向度②利用意向度｜2026 年 2 月にフ ラ ン スで実施し たアン ケート 結果｜50％（ 2026 年 3 月現在）

フ ラ ン スで 2026 年 2 月に実施し たアン ケート 結果（ 有効回答 28 件）を 踏まえ、①「 積極的に活用し たい」と 回答し た 14％と ②の「 簡単

にでき る なら 利用し たい」と 回答し た 36％のあわせて 50％が利用意向を 持っ ていただけたと 判断し ています。

2027 年に向けてはさ ら にプロ セスを 改善し 、③の「 サン プルでし っ かり 確認し てから 注文し たい」 層のニーズにも 対応する こ と で利用

意向の一層の向上を 図り 、 次にアン ケート を 実施する 際には、アン ケート 対象企業の 9 割が利用し たいと いう 意向を 持っ ている 状態を

目指し て取組を 継続し てまいり ます。

本プロ ジェ ク ト では、 供給側と 需要側の双方における 取引障壁を低減するこ と で社会的イ ン パク ト を創出し ます。具体的には、 注文から

決済までの一元化、送料告知の自動化、発送書類の自動作成により 業務負荷をどの程度削減でき たか、1 件あたり の事務工数や作業時間

で定量評価し ます。あわせて、 従来 2 週間～1 か月を要し ていた配送日数がどれだけ短縮さ れたかを追跡し 、 リ ード タ イ ム削減率を 検証

し ます。さ ら に、参画事業者数、輸出件数、平均単価、リ ピ ート 率を KPI と し て測定し 、「 出荷が楽になっ た実感」や「 小口商品を 簡単に短期

間で受け取れる よう になっ た」と いう 利用者満足度も アン ケート で可視化し 、総合的にイ ン パク ト を評価し ます。

社会的イ ンパク ト の可視化プロセス

2026年3月現在

メ ッ セージ　 ShipM ate株式会社　 黒澤 響平　

ShipM ateは、 国際配送を 誰にと っ ても 当たり 前のイ ン フ ラ と し て一般化する こ と

を 目指し て いま す。 言語や通関、 書類作成、 送料算出の不透明さ と いっ た障壁に

よ り 、 国際配送は依然と し て高い専門知識や経験が必要な領域と なっ ています。 私

たち は、 通関に必要な申告書類の自動作成や決済機能の開発を 通じ て、 複雑な国際

物流を 裏側で吸収する技術基盤を 構築し てき まし た。

今回は、 静岡市およ び茶業者の皆さ まと 連携し 、 静岡市のお茶を 小口で海外に届け

ら れる仕組みづく り を進めてきまし た。 静岡市の茶産業は、 地域の歴史や文化、 景観

を 支える 重要な 基幹産業で あり 、 全国的にも 高品質な お茶を 生み出し てき た価値

ある産地です。 一方で、 担い手不足や所得低下と いっ た課題が深刻化し 、 産地の持続

性が問われる 状況にあり ます。

し かし こ う し た中で、 長年培われてき た地域の伝統やも のづく り の力に、 私たち の

よ う な新し い技術や仕組み、 そし て 行政の支援が重な り 合う こ と で 、 新たなイ ノ

ベーショ ン や付加価値が生まれる と 考えています。

本プロ ジェ ク ト では、 高単価での取引を 可能にし 、 国際配送の負担を 軽減する イ ン

フ ラ を整備するこ と で、 茶業者が本来の強みである高品質なお茶の生産に専念できる

環境を 目指し ています。

今後は、 こ の仕組みをさ ら に発展さ せ、 より 多く の事業者が海外展開に取り 組める状態をつく っ ていき ます。 そし て、 静岡市の茶産 業

を世界で選ばれ続ける存在へと 育てていく と と も に、 次世代に継承さ れる 産業を 目指し ます。

海外事業社数③海外事業社数｜16 社（ 2026 年 3 月現在）

現在はフ ラ ン スで 14 社、オースト ラ リ ア 2 社（ 商談中） と なっ ています。2026 年度中に 60 社、 2027 年度では約 150 社程度まで取引

企業数が増加する よ う 引き 続き 取り 組みを 続けていき ます。


